
講師：遊佐安一郎先生
（長谷川メンタルヘルス研究所）

「傷つきを理解し、

つながりを育む

コミュニティへ」
〜サンクチュアリモデルに学ぶ

トラウマインフォームドな関わり〜

総合研究所研究課題88 ：女子一貫教育におけるカウンセリングセンター機能の特色についての実証研究
（研究代表者：カウンセリングセンター専任研究員 北島歩美）

研 究 員：髙井彩名（カウンセリングセンター専任研究員） 鉾谷路（附属中高相談室専任カウンセラー）
岡本吉生（日本女子大学名誉教授）
西澤朋子（附属豊明小学校担当カウンセラー） 熊谷敦子（附属豊明幼稚園担当カウンセラー）

問合せ先：日本女子大学カウンセリングセンター 03-5981-3372 kitajima@fc.jwu.ac.jp

日本女子大学総合研究所課題88公開講演会
１２月５日㈯１３：３０～１６：００

日本女子大学 新泉山館１階 大会議室

近年、トラウマケアに対する関心が高まってきています。私た
ちは、どのように困難やトラウマを抱えた人々と向き合い、安心
できる場所を作っていけばよいでしょうか。
本講演会では、遊佐安一郎先生をお迎えし、個人そして組織や

地域全体で回復を支え合う「サンクチュアリモデル」をベースに、
トラウマインフォームドな（トラウマの視点を持った）関わりと、
コミュニティの安全性を高めるための考え方と実践的なアプロー
チを学びます。遊佐先生の豊富な臨床経験をお伺いすることで、
支援についてのヒントを得られることと思います。
対人援助に関わる方はもちろん、安全・安心なコミュニティづ
くりに関心のある方はどなたでもご参加いただけます。
皆さまと共により良いつながりの形を考える時間になれば幸い

です。ご参加を心よりお待ちしております。

参加費は無料です。
申し込みは左のQRコードからお願い致します。
締め切りは11月30日（月）16：00 （会場の都合により、定員

100名（先着順）となり次第、締め切らせていただきます。）
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